
小
川
道
大
著

『
帝
国
後
の
イ
ン
ド

近
世
的
発
展
の
な
か
の
植
民
地
化
』

村

上

衛

中
国
史
か
ら
見
る
と
イ
ン
ド
は
地
形
的
に
疎
隔
さ
れ
、
直
接
の
政
治
的
接

触
が
少
な
い
ど
こ
ろ
か
、
気
候
帯
が
違
う
こ
と
も
あ
っ
て
、「
一
七
世
紀
の

危
機
」
の
よ
う
な
気
候
変
動
に
と
も
な
う
変
動
期
に
も
連
動
す
る
こ
と
は
な

く
、
縁
の
遠
い
存
在
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
印
の
疎
隔
と
い
う
状
況
に
大
き

な
変
化
が
生
ま
れ
る
の
が
一
八
世
紀
後
半
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
に
よ

る
イ
ン
ド
支
配
の
開
始
を
契
機
と
す
る
イ
ン
ド
産
品
、
す
な
わ
ち
綿
花
、
そ

し
て
ア
ヘ
ン
の
中
国
へ
の
輸
出
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
中
国
か
ら
の
銀
の
流

出
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
中
印
の
連
動
が
始
ま
り
、
双
方
と
も
に
大
き
な
歴

史
の
転
換
期
を
迎
え
て
い
た
時
、
イ
ン
ド
の
社
会
・
経
済
に
い
か
な
る
変
化

が
生
じ
て
い
た
の
か
。
本
書
は
近
世
後
期
（
一
七
〇
七
〜
一
八
五
七
）
を
対

象
に
、
そ
う
し
た
マ
ク
ロ
の
変
動
を
ミ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
解
明
す
る
大
著
で

あ
る
。
早
速
内
容
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

イ
ン
ド
史
に
お
い
て
、「
一
八
世
紀
」
を
い
か
に
評
価
す
る
か
は
、
研
究

史
上
の
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
一
八
世
紀
問
題
」
を
強

く
意
識
し
つ
つ
、
著
者
は
序
章
「「
一
八
世
紀
問
題
」
と
イ
ン
ド
史
上
の
近

世
」
の
冒
頭
で
、
本
書
の
ね
ら
い
は
「
イ
ン
ド
の
植
民
地
化
を
イ
ン
ド
近
世

の
社
会
経
済
変
化
の
中
に
位
置
づ
け
、
前
植
民
地
期
と
植
民
地
期
の
イ
ン
ド

社
会
を
連
続
的
に
考
察
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
。
そ
こ

で
本
書
は
、
多
く
の
史
資
料
が
残
さ
れ
た
マ
ラ
ー
タ
ー
同
盟
の
本
拠
地
で
あ

っ
た
イ
ン
ド
西
部
に
注
目
、
近
世
後
期
の
国
家
と
在
地
社
会
の
双
方
に
と
っ

て
重
要
で
あ
っ
た
地
税
制
度
を
中
心
に
諸
変
化
を
考
察
す
る
。

こ
こ
で
い
う
在
地
社
会
で
あ
る
が
、
近
世
期
の
イ
ン
ド
で
は
村
落
ま
た
は

そ
の
集
合
で
あ
る
郡
を
舞
台
と
し
た
在
地
共
同
体
が
存
在
し
、
生
産
物
分
配

の
仕
組
み
が
確
立
し
て
い
た
。
農
民
が
生
産
し
た
穀
物
は
、
村
内
ま
た
は
郡

内
で
財
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
広
義
の
職
人
に
分
配
さ
れ
る
と
い
う
分
業

体
制
が
な
り
た
ち
、
そ
の
穀
物
再
分
配
を
担
っ
た
の
が
村
役
人
や
郡
役
人
と

い
わ
れ
る
在
地
の
世
襲
役
人
で
あ
っ
た
。
在
地
共
同
体
内
で
の
職
務
と
、
穀

物
の
再
分
配
を
受
け
る
権
利
な
ど
の
職
務
に
付
随
す
る
諸
権
利
は
総
体
と
し

て
扱
わ
れ
、
世
襲
・
売
買
・
譲
渡
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
総
体
は
ワ
タ
ン
や

ミ
ー
ラ
ー
ス
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
国
家
と
在
地
社
会
を

結
び
つ
け
る
中
間
層
が
重
要
と
な
り
、
在
地
社
会
の
長
で
あ
る
ザ
ミ
ン
ダ
ー

ル
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
資
本
家
が
そ
れ
に
あ
た
る
が
、
彼
ら
は
と
も
に
地
税

の
徴
収
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

イ
ン
ド
の
地
税
制
度
を
み
る
と
、
一
八
世
紀
ま
で
の
地
方
政
権
下
の
徴
税

シ
ス
テ
ム
は
、
報
酬
と
し
て
武
官
に
地
税
の
徴
税
権
を
譲
渡
す
る
ジ
ャ
ー

ギ
ー
ル
制
を
継
承
し
つ
つ
も
、
徴
税
請
負
に
よ
り
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
資
本
家

と
手
を
結
び
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
に
地
税
を
徴
収
す
る
制
度
で
あ
り
、
在

地
社
会
で
は
ザ
ミ
ン
ダ
ー
ル
な
ど
の
在
地
の
長
の
助
け
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

一
方
、
植
民
地
支
配
下
の
徴
税
シ
ス
テ
ム
は
ベ
ン
ガ
ル
管
区
の
永
代
ザ
ミ

ン
ダ
ー
リ
ー
制
と
マ
ド
ラ
ス
・
ボ
ン
ベ
イ
管
区
の
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
（
農
民
）
を

地
税
納
入
責
任
者
と
し
て
政
府
と
農
民
が
直
接
的
に
地
税
を
取
り
決
め
、
ザ

ミ
ン
ダ
ー
ル
な
ど
の
中
間
層
を
排
除
す
る
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
ワ
ー
リ
ー
制
、
北
西
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州
の
大
小
の
ザ
ミ
ン
ダ
ー
ル
と
政
府
が
地
税
を
取
り
決
め
る
マ
ー
ル
グ
ザ
ー

リ
ー
制
、
数
村
〜
数
十
村
を
徴
税
単
位
と
す
る
マ
ハ
ー
ル
ワ
ー
リ
ー
制
に
分

け
ら
れ
る
。

本
書
は
ボ
ン
ベ
イ
管
区
で
最
も
早
く
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
ワ
ー
リ
ー
制
が
導
入
さ

れ
た
プ
ネ
ー
県
イ
ン
ダ
プ
ー
ル
郡
を
扱
う
が
、
具
体
的
な
課
題
と
し
て
は
、

イ
ン
ダ
プ
ー
ル
郡
で
は
、
い
か
に
し
て
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
ワ
ー
リ
ー
制
導
入
が
可

能
と
な
っ
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
（
課
題
Ⅰ
）、
イ
ン
ダ
プ
ー
ル
郡
へ
の

ラ
イ
ヤ
ッ
ト
ワ
ー
リ
ー
制
導
入
後
に
、
ボ
ン
ベ
イ
管
区
で
同
制
度
が
い
か
に

拡
大
適
用
さ
れ
た
か
を
解
明
す
る
こ
と
（
課
題
Ⅱ
）
が
呈
示
さ
れ
る
。

そ
こ
で
第
Ⅰ
部
「
前
植
民
地
期
イ
ン
ド
西
部
の
農
村
社
会
」
で
は
、
一
八

世
紀
後
半
の
マ
ラ
ー
タ
ー
支
配
下
に
お
け
る
イ
ン
ダ
プ
ー
ル
郡
の
統
治
制
度

と
改
革
、
社
会
経
済
構
造
を
考
察
す
る
。
ま
ず
、
第
一
章
「
ム
ガ
ル
帝
国
後

継
国
家
の
成
立

マ
ラ
ー
タ
ー
同
盟
の
版
図
拡
大
と
挫
折

」
で
は
マ
ラ
ー

タ
ー
同
盟
が
イ
ン
ド
最
大
の
勢
力
に
な
っ
た
過
程
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
過
程

で
は
、
マ
ラ
ー
タ
ー
勢
力
は
ム
ガ
ル
を
凌
駕
し
つ
つ
も
ム
ガ
ル
皇
帝
が
イ
ン

ド
の
長
で
あ
り
、
マ
ラ
ー
タ
ー
勢
力
内
で
は
宰
相
が
統
治
権
を
行
使
し
た
が
、

国
王
職
を
廃
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
、
マ
ラ
ー
タ
ー
宰
相
政
府
が
ム

ガ
ル
皇
帝
と
マ
ラ
ー
タ
ー
国
王
の
両
者
に
対
し
て
統
治
権
の
名
目
と
実
質
の

二
面
性
を
巧
み
に
利
用
し
、
イ
ン
ド
の
覇
権
を
手
に
入
れ
た
と
す
る
。

第
二
章
「
マ
ラ
ー
タ
ー
同
盟
の
地
方
支
配

政
府
の
統
治
と
在
地
の
自
治

の
拮
抗

」
で
は
、
イ
ン
ダ
プ
ー
ル
郡
の
支
配
体
制
を
取
り
上
げ
る
。
マ

ラ
ー
タ
ー
の
行
政
構
造
は
州
・
郡
・
村
の
三
段
階
か
ら
成
り
、
州
の
行
政
は

中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
州
の
長
官
、
村
は
世
襲
の
在
地
役
人
で
あ
る
村
長
、

郡
は
中
央
政
府
が
派
遣
し
た
郡
役
人
（
カ
マ
ヴ
ィ
ス
ダ
ー
ル
）
と
世
襲
の
在

地
役
人
の
郷
主
・
郷
主
代
官
が
共
同
で
行
政
を
担
っ
た
た
め
、
郡
が
地
方
支

配
の
要
と
な
っ
た
。
徴
税
に
関
し
て
は
、
カ
マ
ヴ
ィ
ス
ダ
ー
ル
は
宰
相
政
府

か
ら
徴
税
を
請
け
負
う
徴
税
役
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
郷
主
は
徴
税
役

人
で
あ
る
と
同
時
に
、
有
力
者
と
し
て
納
税
す
る
と
い
う
二
面
性
を
持
っ
た
。

司
法
面
で
は
、
カ
マ
ヴ
ィ
ス
ダ
ー
ル
は
郡
の
政
府
役
人
と
し
て
刑
事
・
民
事

事
件
に
様
々
な
形
で
関
与
し
て
司
法
手
数
料
を
徴
収
し
、
郷
主
は
民
事
事
件

で
在
地
の
長
と
し
て
在
地
の
自
決
機
関
で
主
体
的
な
役
割
を
担
っ
た
。
軍
事

面
で
は
カ
マ
ヴ
ィ
ス
ダ
ー
ル
と
郷
主
の
各
々
の
警
備
兵
に
よ
り
郡
単
位
で
の

軍
事
業
務
が
遂
行
さ
れ
た
。
カ
マ
ヴ
ィ
ス
ダ
ー
ル
は
徴
税
請
負
の
残
額
と
毎

年
の
給
与
を
、
郷
主
は
地
税
と
諸
手
当
、
付
加
徴
収
を
収
入
と
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
カ
マ
ヴ
ィ
ス
ダ
ー
ル
と
郷
主
は
徴
税
業
務
、
司
法
業
務
、
軍
事
業

務
、
社
会
的
慣
行
に
と
も
な
う
業
務
で
協
力
・
競
合
関
係
に
あ
り
、
郷
主
は

積
極
的
に
郡
行
政
に
関
与
し
て
い
た
。

第
三
章
「
マ
ラ
ー
タ
ー
同
盟
の
軍
事
改
革

イ
ン
ダ
プ
ー
ル
郡
で
の
軍
馬

育
成

」
は
、
マ
ラ
ー
タ
ー
同
盟
宰
相
政
府
の
軍
事
改
革
が
イ
ン
ダ
プ
ー
ル

郡
に
与
え
た
影
響
を
取
り
上
げ
る
。
内
憂
外
患
の
中
で
の
プ
ネ
ー
防
衛
の
必

要
性
か
ら
イ
ン
ダ
プ
ー
ル
郡
で
は
一
七
七
〇
年
代
に
ジ
ャ
ー
ギ
ー
ル
村
が
増

大
し
た
。
ジ
ャ
ー
ギ
ー
ル
保
有
者
は
単
な
る
軍
事
責
任
者
で
は
な
く
政
府
の

代
理
人
の
役
割
を
に
な
っ
た
。
ジ
ャ
ー
ギ
ー
ル
村
で
も
カ
マ
ヴ
ィ
ス
ダ
ー
ル

が
行
政
を
担
っ
た
が
、
諸
所
の
場
面
で
武
官
が
参
与
し
た
。
そ
こ
で
、
カ
マ

ヴ
ィ
ス
ダ
ー
ル
や
郷
主
・
郷
主
代
官
に
な
ら
ぶ
中
間
層
と
し
て
ジ
ャ
ー
ギ
ー

ル
保
有
者
で
あ
る
武
官
の
集
団
が
台
頭
し
た
。

第
四
章
「
イ
ン
ド
農
村
社
会
の
姿

徴
税
記
録
に
注
目
し
て

」
は
、
未

公
刊
の
税
帳
簿
な
ど
に
多
く
記
載
さ
れ
た
特
定
の
集
団
を
と
り
あ
げ
て
一
八

世
紀
後
半
イ
ン
ド
農
村
社
会
を
と
ら
え
る
。
当
時
の
農
村
は
、
農
民
と
バ
ル

テ
ー
職
人
（
村
抱
え
の
職
人
）
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
た
。
ワ
タ
ン
保
有
者
は

書 評
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農
村
社
会
の
正
規
メ
ン
バ
ー
と
さ
れ
た
が
、
農
村
の
全
構
成
員
が
ワ
タ
ン
を

有
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
店
舗
営
業
は
ワ
タ
ン
の
授
受
関
係
か
ら

自
由
で
あ
り
、
油
屋
や
織
工
の
店
舗
営
業
か
ら
農
村
の
商
業
化
が
推
し
進
め

ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
農
地
開
発
は
農
民
ワ
タ
ン
を
有
さ
な
い
職
商
集
団
の

農
業
兼
業
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
外
来
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
（
グ
ジ
ャ

ラ
ー
ト
か
ら
の
外
来
商
人
）
は
商
業
・
金
融
業
・
農
業
を
兼
業
し
、
地
方
政

府
を
財
政
的
に
支
援
、
徴
税
作
業
を
監
督
し
、
地
方
財
政
・
徴
税
財
政
に
直

接
関
わ
る
存
在
に
な
っ
て
い
た
が
、
彼
ら
の
職
務
・
権
益
も
ワ
タ
ン
化
し
な

か
っ
た
。

第
Ⅱ
部
「
イ
ン
ド
西
部
の
社
会
経
済
変
化
と
植
民
地
化
」
は
、
イ
ギ
リ
ス

東
イ
ン
ド
会
社
の
介
入
に
端
を
発
す
る
一
連
の
変
化
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
西
部

に
も
た
ら
さ
れ
た
行
政
制
度
・
社
会
経
済
の
変
容
を
解
明
し
、
植
民
地
支
配

下
に
お
け
る
新
地
税
制
度
導
入
の
直
接
的
原
因
を
見
出
す
も
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
第
五
章
「
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
進
出
と
マ
ラ
ー
タ
ー
同
盟
と
の

対
立
」
は
、
一
七
世
紀
か
ら
の
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
イ
ン
ド
進
出
か

ら
一
八
世
紀
末
の
マ
ラ
ー
タ
ー
同
盟
介
入
ま
で
を
概
観
す
る
。
英
領
イ
ン
ド

を
構
成
す
る
管
区
の
な
か
で
、
ボ
ン
ベ
イ
管
区
は
他
の
管
区
と
比
較
し
て
内

陸
へ
の
進
出
が
遅
れ
た
が
、
一
七
九
六
年
の
バ
ー
ジ
ー
ラ
ー
オ
二
世
の
宰
相

就
任
に
と
も
な
う
マ
ラ
ー
タ
ー
同
盟
内
の
内
紛
に
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社

が
介
入
し
、
第
二
次
ア
ン
グ
ロ
・
マ
ラ
ー
タ
ー
戦
争
（
一
八
〇
三
〜
一
八
〇

五
年
）
が
勃
発
し
た
。
そ
の
介
入
の
際
に
結
ば
れ
た
バ
ッ
セ
イ
ン
条
約
（
一

八
〇
二
年
）
に
よ
っ
て
マ
ラ
ー
タ
ー
同
盟
宰
相
政
府
は
英
領
イ
ン
ド
の
藩
王

国
と
な
り
、
プ
ネ
ー
に
は
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
軍
が
駐
屯
す
る
こ
と
に

な
り
、
イ
ン
ダ
プ
ー
ル
郡
の
地
政
学
的
位
置
づ
け
は
大
き
く
変
化
し
た
。

第
六
章
「
植
民
地
化
前
夜
の
在
地
社
会
の
混
乱
と
変
化
」
は
こ
う
し
た
変

動
の
イ
ン
ダ
プ
ー
ル
郡
へ
の
影
響
を
取
り
扱
う
。
中
央
の
政
治
的
変
動
と
一

八
〇
二
〜
一
八
〇
三
年
の
災
害
の
影
響
に
よ
っ
て
一
八
〇
七
年
以
降
ジ
ャ
ー

ギ
ー
ル
村
は
激
減
し
、
一
方
で
政
府
村
は
激
増
、
郡
行
政
に
お
け
る
カ
マ
ヴ

ィ
ス
ダ
ー
ル
の
重
要
性
は
増
大
し
た
が
、
郷
主
の
没
落
が
進
ん
だ
。
こ
の
状

況
下
で
、
一
八
一
〇
年
代
に
な
る
と
、
中
間
層
の
有
し
た
権
力
が
中
央
官
僚

サ
ダ
ー
シ
ヴ
・
マ
ン
ケ
ー
シ
ュ
ワ
ル
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て

第
三
次
ア
ン
グ
ロ
・
マ
ラ
ー
タ
ー
戦
争
（
一
八
一
七
〜
一
八
一
八
）
に
よ
っ

て
ジ
ャ
ー
ギ
ー
ル
制
は
崩
壊
し
た
。
一
八
一
七
年
に
は
サ
ダ
ー
シ
ヴ
・
マ
ン

ケ
ー
シ
ュ
ワ
ル
も
死
去
し
て
お
り
、
イ
ン
ダ
プ
ー
ル
郡
に
お
い
て
中
間
層
、

す
な
わ
ち
カ
マ
ヴ
ィ
ス
ダ
ー
ル
、
郷
主
、
ジ
ャ
ー
ギ
ー
ル
保
有
者
の
武
官
が

衰
退
し
、
有
力
中
間
層
の
不
在
と
い
う
状
況
が
生
み
出
さ
れ
た
。

第
七
章
「
在
地
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
続

通
関
税
記
録
に
よ
る
地
方

経
済
の
分
析

」
は
通
関
税
の
記
録
か
ら
、
当
該
期
の
地
方
経
済
・
流
通
を

分
析
す
る
。
通
関
税
は
郡
内
に
あ
る
三
〇
の
関
所
で
、
現
地
の
商
業
・
流
通

の
慣
習
に
通
じ
た
世
襲
の
通
関
税
徴
収
人
が
徴
収
し
た
。
関
所
で
徴
収
さ
れ

た
通
関
税
は
主
要
関
所
に
送
金
さ
れ
、
主
要
関
所
の
事
務
費
を
差
し
引
い
て

通
関
税
請
負
人
に
送
金
さ
れ
た
。
通
関
税
請
負
人
は
請
負
契
約
に
し
た
が
っ

て
カ
マ
ヴ
ィ
ス
ダ
ー
ル
に
請
負
額
の
税
収
を
送
金
し
て
お
り
、
宰
相
政
府
は

請
負
額
の
税
収
を
得
た
。
関
所
で
は
流
通
に
関
わ
る
村
民
徴
収
、
行
商
人
税
、

司
法
手
数
料
、
査
問
料
、
両
替
手
数
料
、
運
送
請
負
人
税
な
ど
の
諸
税
も
徴

収
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
通
関
税
は
宰
相
政
府
に
と
っ
て
地
方
財
政
上
は
重
要

で
な
か
っ
た
が
、
在
地
経
済
・
流
通
の
情
報
入
手
手
段
か
つ
在
地
経
済
・
流

通
に
干
渉
す
る
手
段
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
通
関
税
収
入
を
使
用
し
て
イ

ン
フ
ラ
整
備
、
在
地
の
世
襲
役
人
・
宗
教
施
設
へ
の
支
払
が
行
わ
れ
、
こ
れ

に
よ
っ
て
在
地
社
会
の
域
を
越
え
る
流
通
や
通
関
税
に
対
し
て
、
在
地
社
会
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の
承
認
を
と
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
記
録
か
ら
み
る
商
業
活
動
で
あ
る
が
、
郡
機
構
と
対
応
す
る
機

構
を
も
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
行
政
機
構
・
行
政
域
と
対
応
関
係
に
な
い
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
二
つ
の
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
イ
ン
ダ
プ
ー
ル
郡
は
他
地
域

と
つ
な
が
り
、
商
人
は
郡
の
領
域
で
は
な
く
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
領
域
に

従
い
活
動
し
て
い
た
。

第
Ⅲ
部
「
新
地
税
制
度
の
導
入
と
植
民
地
政
策
の
浸
透
」
で
は
一
九
世
紀

の
植
民
地
政
策
と
そ
の
展
開
を
検
討
す
る
。
第
八
章
「
植
民
地
期
初
期
の
行

政
再
編

ボ
ン
ベ
イ
管
区
体
制
の
成
立
と
ジ
ャ
ー
ギ
ー
ル
制
の
ゆ
く
え

」

は
新
体
制
下
で
の
ジ
ャ
ー
ギ
ー
ル
制
の
あ
り
方
を
論
じ
る
。
一
八
一
八
年
に

宰
相
政
府
が
滅
亡
す
る
と
、
そ
の
直
轄
領
は
英
領
に
編
入
さ
れ
た
。
英
領
イ

ン
ド
で
は
県
の
下
に
郡
が
置
か
れ
、
行
政
村
の
上
位
の
地
域
区
分
と
な
っ
た
。

県
行
政
は
イ
ギ
リ
ス
人
行
政
官
の
収
税
官
と
司
法
官
が
執
行
し
、
収
税
官
が

徴
税
、
財
務
、
農
民
・
農
村
問
題
を
、
司
法
官
が
警
察
、
刑
事
裁
判
を
担
当

し
た
。
郡
行
政
は
収
税
官
補
佐
が
担
当
し
、
イ
ン
ド
人
郡
役
人
が
補
佐
し
、

村
落
行
政
は
現
地
の
村
役
人
が
担
当
し
た
。
英
領
直
轄
地
で
は
ジ
ャ
ー
ギ
ー

ル
制
は
廃
止
さ
れ
、
既
存
の
軍
事
ジ
ャ
ー
ギ
ー
ル
は
収
公
が
決
定
し
た
の
に

対
し
、
藩
王
国
と
な
っ
た
ジ
ャ
ー
ギ
ー
ル
で
は
、
ジ
ャ
ー
ギ
ー
ル
の
所
領
構

造
が
国
家
組
織
と
し
て
存
続
し
た
。

第
九
章
「
ボ
ン
ベ
イ
管
区
に
お
け
る
新
地
税
制
度
の
導
入
と
展
開
」
で
は

ラ
イ
ヤ
ッ
ト
ワ
ー
リ
ー
制
の
導
入
過
程
を
分
析
す
る
。
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
ワ
ー

リ
ー
制
は
、
中
間
層
を
排
除
し
て
政
府
と
農
民
が
直
接
的
に
地
税
を
取
り
決

め
る
制
度
で
、
地
税
納
入
者
と
な
っ
た
農
民
に
土
地
の
排
他
的
所
有
権
を
付

与
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
農
地
を
農
民
ワ
タ
ン
、
共
同
体
に
お
け
る

複
雑
な
授
受
関
係
か
ら
引
き
離
し
、
長
期
的
に
は
土
地
を
物
産
化
し
た
。
こ

の
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
ワ
ー
リ
ー
制
導
入
の
背
景
に
は
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け

る
功
利
主
義
の
興
隆
が
あ
っ
た
。
ボ
ン
ベ
イ
管
区
の
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
ワ
ー
リ
ー

制
は
現
地
と
の
適
合
性
を
重
視
し
、
中
間
層
不
在
の
イ
ン
ダ
プ
ー
ル
郡
で
開

始
さ
れ
、
綿
花
地
帯
、
旧
宰
相
政
府
領
中
央
域
に
拡
大
し
た
が
、
中
間
層
が

存
在
す
る
地
域
で
は
抵
抗
の
た
め
に
遅
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
嫡
子

の
い
な
い
藩
王
が
死
亡
し
た
場
合
に
藩
王
国
を
併
合
す
る
失
権
ド
ク
ト
リ
ン

適
用
に
よ
っ
て
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
ワ
ー
リ
ー
制
が
拡
大
し
た
が
、
イ
ン
ド
大
反
乱

以
降
は
失
権
ド
ク
ト
リ
ン
が
放
棄
さ
れ
る
一
方
で
、
藩
王
国
が
ラ
イ
ヤ
ッ
ト

ワ
ー
リ
ー
制
を
政
策
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
で
同
制
度
の
適
用
地
域
が
拡
大

し
た
。

終
章
「
イ
ン
ド
か
ら
み
る
植
民
地
化

近
世
の
長
期
変
動
の
中
で
」
で
は

課
題
Ⅰ
に
対
し
て
は
、
イ
ン
ダ
プ
ー
ル
郡
は
宰
相
政
府
が
置
か
れ
た
プ
ネ
ー

最
寄
り
の
肥
沃
な
地
帯
で
あ
り
、
マ
ラ
ー
タ
ー
国
王
が
同
郡
の
郡
主
で
あ
る

地
勢
的
特
殊
性
が
あ
り
、
広
く
展
開
し
て
い
た
ジ
ャ
ー
ギ
ー
ル
制
が
宰
相
政

府
滅
亡
時
に
崩
壊
し
た
こ
と
と
、
災
害
と
サ
ダ
ー
シ
ヴ
・
マ
ン
ケ
ー
シ
ュ
ワ

ル
へ
の
権
力
集
中
お
よ
び
彼
の
死
に
よ
る
中
間
層
権
力
の
不
在
が
ラ
イ
ヤ
ッ

ト
ワ
ー
リ
ー
制
導
入
に
繫
が
っ
た
と
す
る
。
課
題
Ⅱ
に
つ
い
て
は
、
①
英
領

直
轄
地
と
②
藩
王
国
・
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
ワ
ー
リ
ー
制
の
適
用
除
外
地
に
分
け
ら

れ
、
①
で
は
宰
相
政
府
の
旧
支
配
領
域
に
沿
っ
て
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
ワ
ー
リ
ー
制

は
拡
大
、
近
世
的
支
配
圏
の
中
で
同
制
度
が
展
開
し
た
と
す
る
。
②
で
は
失

権
ド
ク
ト
リ
ン
と
郷
主
代
官
の
既
得
権
益
を
調
査
し
た
イ
ナ
ー
ム
調
査
委
員

会
の
活
動
で
①
直
轄
地
に
併
合
す
る
動
き
が
み
ら
れ
た
が
、
イ
ン
ド
大
反
乱

で
見
直
し
が
な
さ
れ
、
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
ワ
ー
リ
ー
制
は
徐
々
に
浸
透
し
た
と
す

る
。以

上
を
受
け
て
、
最
後
に
「
一
八
世
紀
問
題
」
を
考
察
し
、
内
因
性
と
外

書 評
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因
性
を
明
確
に
区
分
し
て
論
じ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、

植
民
地
化
に
よ
る
前
時
代
と
の
継
続
と
断
絶
を
二
項
対
立
的
に
論
じ
る
こ
と

は
困
難
で
あ
り
、
前
時
代
か
ら
の
継
続
状
況
と
断
絶
状
況
は
一
つ
の
政
策
を

め
ぐ
っ
て
も
共
存
し
て
い
た
と
す
る
。
そ
し
て
今
後
の
課
題
と
し
て
、
植
民

地
化
と
村
落
共
同
体
の
関
係
、
特
に
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
ワ
ー
リ
ー
制
に
よ
る
土
地

所
有
権
設
定
の
原
則
が
村
落
共
同
体
に
与
え
た
影
響
を
挙
げ
る
。

本
書
は
手
書
き
の
現
地
語
一
次
史
料
を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
植
民

地
側
の
記
録
か
ら
は
み
え
て
こ
な
か
っ
た
中
間
層
の
存
在
と
そ
の
弱
体
化
に

よ
る
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
ワ
ー
リ
ー
制
の
導
入
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
、
近
世
か
ら

近
代
へ
の
移
行
期
を
連
続
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
こ
れ
は
、

イ
ン
ド
の
在
来
社
会
を
よ
り
動
的
に
理
解
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
、
本

書
は
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
政
府
と
静
的
な
村
落
共
同
体
の
関
係
か
ら
描
か
れ

て
き
た
イ
ン
ド
植
民
地
化
の
研
究
に
大
き
な
転
換
を
せ
ま
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
共
同
体
内
に
お
け
る
職
商
集
団
の
農
業
兼
業
か
ら
、
農
民
と
職
人
の

分
業
像
に
も
大
き
な
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。
以
上
の
点
を
含
め
、
よ
り
明
示

的
に
先
行
研
究
を
挙
げ
つ
つ
、
本
書
の
大
き
な
貢
献
を
強
調
し
て
も
よ
か
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

評
者
は
中
国
近
代
史
を
専
攻
し
て
お
り
、
も
と
よ
り
本
書
の
内
容
に
つ
い

て
イ
ン
ド
史
の
文
脈
か
ら
評
価
す
る
能
力
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
で

は
あ
く
ま
で
も
中
国
史
の
立
場
か
ら
、
本
書
が
示
す
イ
ン
ド
の
状
況
と
の
比

較
か
ら
考
え
て
み
た
こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
中
印
に
残
る
史
料
の
違
い
で
あ
る
。
本
書
を
一
読
し
て
感
じ
る
の

は
、
ミ
ク
ロ
な
分
析
を
可
能
と
す
る
詳
細
な
現
地
語
史
料
、
特
に
手
書
き
の

マ
ラ
ー
テ
ィ
ー
語
の
行
政
文
書
の
充
実
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
通
関
税
の
詳

細
な
記
録
が
と
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
通
関
税
徴
収
が
「
政
府
の
活
動

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
在
地
経
済
・
流
通
に
干
渉
す
る
手
段
で
あ
っ
た
」

と
し
て
い
る
（
本
書
二
七
一
頁
）
が
、
そ
の
点
で
中
国
と
の
違
い
は
際
立
つ
。

さ
ら
に
、
政
府
が
特
定
の
人
物
ま
た
は
団
体
に
税
徴
収
権
を
与
え
た
土
地
で

あ
る
イ
ナ
ー
ム
地
に
関
す
る
証
書
が
保
存
さ
れ
、
土
地
所
有
を
示
す
資
料
と

し
て
現
在
も
裁
判
で
使
用
さ
れ
て
い
る
（
本
書
四
二
六
頁
）
点
も
興
味
深
い
。

中
華
人
民
共
和
国
成
立
ま
で
、
中
国
に
お
い
て
は
社
会
の
末
端
を
掌
握
す

る
よ
う
な
行
政
文
書
史
料
は
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
清
朝
は
中
央
財
政
の

規
模
が
小
さ
く
、
決
め
ら
れ
た
額
の
税
を
徴
収
す
れ
ば
い
い
の
で
、
末
端
の

生
産
や
流
通
の
量
や
金
額
を
把
握
し
て
徴
税
す
る
必
要
が
な
く
、
ま
た
仲
介

者
な
ど
に
徴
税
を
請
け
負
わ
せ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
政
府
は
基
本
的
に
在

地
の
経
済
や
流
通
に
干
渉
し
よ
う
と
せ
ず
、
干
渉
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
仲
介
者
を
介
し
た
。
一
九
世
紀
後
半
以
降
に
、
釐
金
な
ど
の
内
地
流

通
税
の
課
税
が
始
ま
り
、
各
所
に
関
所
（
釐
卡
）
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
、

政
府
が
流
通
を
把
握
し
て
文
書
を
残
す
、
ひ
い
て
は
後
に
中
国
経
済
史
家
が

内
地
流
通
を
把
握
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
徴
税
請
負

体
制
は
変
わ
ら
ず
、
関
所
に
お
い
て
は
様
々
な
手
数
料
が
恣
意
的
に
徴
収
さ

れ
て
い
た
か
ら
、
実
際
の
徴
税
額
が
報
告
さ
れ
る
は
ず
も
な
く
、
流
通
の
把

握
は
進
ま
ず
、
詳
細
な
記
録
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

清
代
の
地
方
衙
門
檔
案
の
裁
判
関
係
文
書
も
、
下
か
ら
の
訴
え
を
、
一
定
の

枠
の
中
で
す
く
い
上
げ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
在
地
経
済
を
上
か
ら
把
握
し

よ
う
と
し
た
イ
ン
ド
の
地
方
政
府
と
は
逆
の
方
向
の
文
書
の
生
成
の
あ
り
方

で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
姿
勢
の
中
国
の
地
方
政
府
が
残
し
た
檔
案
類
か
ら
社

会
・
経
済
の
実
態
に
近
づ
く
こ
と
の
難
し
さ
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

ま
た
、
土
地
に
関
し
て
も
、
中
国
に
お
い
て
は
、
土
地
は
人
々
相
互
の
関
係

の
中
で
所
有
を
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
国
家
は
土
地
を
管
理
す
る
ど
こ
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ろ
か
、
民
間
の
契
約
に
任
せ
て
い
た
か
ら①
、
中
華
人
民
共
和
国
期
に
土
地
が

国
有
化
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
現
在
の
裁
判
に
使
用
可
能
な
文
書
は
残

ら
な
い
。

こ
れ
は
、
イ
ン
ド
と
中
国
の
政
治
・
社
会
構
造
の
違
い
を
反
映
し
て
お
り
、

そ
れ
は
「
中
間
層
」
の
あ
り
方
の
違
い
に
も
つ
な
が
る
。
本
書
が
示
す
イ
ン

ド
の
中
間
層
は
カ
マ
ヴ
ィ
ス
ダ
ー
ル
、
郷
主
・
郷
主
代
官
、
武
官
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
政
府
に
よ
っ
て
地
方
統
治
の
役
割
を
明
確
に
与
え
ら
れ
、
本
書
で

扱
わ
れ
る
地
域
で
は
、
植
民
地
化
以
前
に
事
実
上
排
除
さ
れ
て
い
た
点
が
注

目
さ
れ
る
。
清
朝
治
下
の
中
国
の
場
合
は
、
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ
る
正
規
の

役
人
は
平
均
で
人
口
一
〇
〜
三
〇
万
人
に
達
す
る
県
レ
ベ
ル
で
数
人
で
あ
る

か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
は
行
政
を
担
う
こ
と
は
で
き
ず
、
役
所
に
は
半
官
半
民

の
事
務
員
で
あ
る
胥
吏
や
下
働
き
を
す
る
胥
吏
が
存
在
す
る
が
、
彼
ら
が
地

方
統
治
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
政
府
と
地
域
社
会
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し

て
、
イ
ン
ド
の
「
中
間
層
」
に
近
い
存
在
と
し
て
は
郷
紳
や
有
力
商
人
が
考

え
ら
れ
る
が
、
彼
ら
は
「
役
人
」
で
は
な
く
、
地
方
政
府
か
ら
徴
税
な
ど
の

業
務
を
請
け
負
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
科
挙
や
商
業
面
で
の
競
争
の

激
し
さ
か
ら
、
彼
ら
の
地
位
は
安
定
し
な
か
っ
た
。
地
域
社
会
に
お
い
て
は

こ
う
し
た
郷
紳
や
有
力
商
人
を
中
心
と
す
る
団
体
と
し
て
宗
族
や
会
館
・
公

所
が
あ
り
、
こ
う
し
た
団
体
か
ら
と
り
こ
ぼ
さ
れ
た
人
々
を
結
集
さ
せ
る
会

党
（
秘
密
結
社
）
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
集
団
も
長
期
的
に

結
集
力
を
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
そ
の
う
え
、
イ
ン
ド
と
異
な
り

中
国
の
場
合
は
概
し
て
持
続
的
で
強
固
な
村
落
共
同
体
が
存
在
し
な
い
。
故

郷
を
離
れ
て
移
住
す
る
こ
と
も
多
く
、
職
業
の
選
択
も
自
由
で
あ
っ
た
か
ら
、

流
動
性
は
非
常
に
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
末
端
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
た
め
に
は
、

「
中
間
層
」
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
零
細
な
無
数
の
仲
介
者
が
必
要
と
な
っ

た
。
そ
し
て
仲
介
者
が
多
数
は
さ
ま
る
こ
と
で
社
会
は
一
層
重
層
的
に
な
り
、

政
府
が
末
端
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
、
ひ
い
て
は
彼
ら
の
排
除
も
困
難
に
な

っ
た
。
こ
の
点
、
イ
ン
ド
社
会
の
流
動
性
や
重
層
性
と
政
府
に
よ
る
末
端
の

把
握
の
程
度
が
植
民
地
化
に
よ
っ
て
変
化
し
た
の
か
ど
う
か
は
一
層
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
書
の
テ
ー
マ
で
あ
る
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
移
行
は
近
代
ア
ジ
ア
史
研

究
に
お
い
て
は
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
例
え
ば
「
ア
ジ
ア
交
易
圏
論
」
に

お
い
て
は
、
連
続
・
断
絶
の
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た②
。
中
国
に
つ
い
て
も
一

九
世
紀
に
大
き
な
危
機
に
直
面
し
た
こ
と
か
ら
、
人
口
増
大
に
と
も
な
う
移

民
に
よ
る
開
発
の
限
界
と
摩
擦
の
増
大
と
い
っ
た
内
因
と
貿
易
の
拡
大
に
と

も
な
う
銀
の
流
出
入
と
い
う
外
因
の
リ
ン
ク
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。
研
究
史

上
の
こ
う
し
た
共
通
す
る
論
点
を
比
較
す
る
の
も
比
較
史
の
前
提
と
し
て
重

要
で
あ
ろ
う
。

近
世
か
ら
近
代
に
お
け
る
同
時
代
性
と
い
う
点
で
は
、
一
九
世
紀
中
葉
に

お
い
て
中
印
い
ず
れ
も
大
き
な
動
乱
は
発
生
し
た
が
、
そ
の
過
程
と
結
果
は

大
き
く
異
な
っ
た
。
本
書
が
示
す
イ
ン
ド
大
反
乱
は
、
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
ワ
ー

リ
ー
制
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
中
間
層
の
反
乱
で
あ
り
、
鎮
圧
に

よ
っ
て
植
民
地
化
は
完
成
へ
と
向
か
う
一
方
、
中
間
層
と
の
妥
協
（
本
書
三

九
五
〜
三
九
六
頁
）
が
な
さ
れ
た
。
一
方
、
中
国
の
反
乱
は
イ
ン
ド
で
は
中

間
層
に
あ
た
る
よ
う
な
郷
紳
ら
地
域
の
エ
リ
ー
ト
層
に
対
抗
す
る
非
エ
リ
ー

ト
層
が
引
き
起
こ
し
、
エ
リ
ー
ト
層
は
反
乱
鎮
圧
と
秩
序
回
復
に
成
功
し
て

い
る
か
ら
、
反
乱
の
原
因
と
結
果
は
全
く
異
な
り
、
中
印
の
「
ず
れ
」
を
見

て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
っ
と
も
、
長
期
的
に
み
れ
ば
、
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
ワ
ー
リ
ー
制
の
導
入
は
、

中
国
に
お
け
る
土
地
改
革
に
匹
敵
す
る
変
化
で
あ
ろ
う
。
中
間
層
の
排
除
を
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考
え
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
支
配
の
衝
撃
は
、
中
国
に
お
け
る
共
産
党

支
配
と
そ
れ
に
と
も
な
う
地
域
の
エ
リ
ー
ト
層
や
仲
介
者
の
排
除
に
匹
敵
す

る
。
そ
の
視
点
で
見
れ
ば
、
近
代
移
行
期
の
ず
れ
に
着
目
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
よ
り
幅
を
も
た
せ
た
同
時
代
性
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
時
代
が
下

る
に
つ
れ
て
共
時
性
を
重
視
し
が
ち
な
時
代
区
分
の
考
え
方
も
再
考
す
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
を
通
じ
て
、
イ
ン
ド
の
あ
り
方
か
ら
中
国
の
特
質

を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
こ
と
に
な
り
、
比
較
史
研
究
の
面
白
さ
を
再
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
近
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
が
提
唱
さ
れ
て
き
た

が
、
比
較
史
研
究
が
十
分
進
展
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
ま
た
、
自
戒

を
こ
め
て
い
え
ば
、
中
国
を
対
象
と
し
た
比
較
史
は
、
日
中
比
較
史
か
東
ア

ジ
ア
内
の
比
較
に
片
寄
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
中
国
と
日
本
は

極
め
て
対
照
的
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
中
国
・
日
本
の
特
質
を
位
置
づ
け
る

た
め
に
は
、
日
中
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
視
点
を

入
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
立
体
的
に
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
そ
の
た
め
に
は
政
治
・
社
会
構
造
、
歴
史
的
経
緯
や
環
境
と
い
っ
た
基

礎
的
な
部
分
の
相
違
点
を
把
握
し
た
上
で
丁
寧
な
比
較
を
す
る
こ
と
が
い
っ

そ
う
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

最
後
に
中
国
史
研
究
者
と
し
て
の
最
低
限
の
責
務
を
果
た
す
と
す
る
と
、

本
書
で
は
ス
キ
ナ
ー
モ
デ
ル
は
商
品
が
下
位
か
ら
上
位
へ
と
移
動
す
る
階
層

的
な
市
場
モ
デ
ル
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
が
（
二
九
九
頁
）、
ス
キ
ナ
ー
モ

デ
ル
に
お
け
る
市
場
の
重
層
性
は
商
品
の
移
動
が
一
方
向
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
双
方
向
的
な
も
の
で
あ
り③
、
そ
の
点
で
は
イ
ン

ダ
プ
ー
ル
郡
の
流
通
と
異
な
ら
な
い
。

以
上
、
中
国
史
研
究
者
の
関
心
に
基
づ
き
書
き
連
ね
て
き
た
が
、
素
人
ゆ

え
に
、
誤
解
な
ど
が
あ
れ
ば
、
ご
容
赦
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
以
後
の
著

者
の
研
究
の
一
層
の
進
展
を
期
待
し
た
い
。

①
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